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一 般 演 題

1)温熱 ･放射線併用療法の細胞回転に及ぼす

影轡

藤田 勝三 凍 久保鯛 を藍票菜等覧療技術)

L川り 浩 ･酒什 邦夫 (新潟大学放射線科)

FCM により,培養細胞の細胞回転に対する温熱 ･放

射線併用噴法の影響を調べた.

培養細胞は FM3A細胞を用いた.対数増殖期の細胞

懸濁液 5mlをプラスチック製スピッツをこÅれ 恒温槽

に､しり:12.5℃,60分間の温熱処理を行一一-､た.放射線は

6(〕ct17･線を 2Gy室温で照射 した.併肝では,温熱処

理直後と8時間後に放射線を照射 した.照射直後から2

時間間隔で細胞懸濁液を遠心,洗浄,50%ェタノ-ル固

定.1〕1染色を行-･.､た.CYTOFLU()ROGRAF(Orthol

により細胞20.0〔糊個の l)N̂ 巌を測定 し,DNA ヒス

トグラムを得て細胞周期各期の割合を求めた.

非処理群では.G1期27.600.S斯5こ3.800.G=十M

期 18,6/Ooであ--.1た.温熱処理,2Gyの単独群では,C 2

+M肌 土6-10時間後にそれぞれ42_9.0,40%に達 した.

温熱処理直後i'こ2G),照射 した場合,G･1十M軌 よ8､12

時間後に8OO-｡を超えた.8時間後照射の場合は.直後か

t■-)1()時rl恥')間50--6OO16であー--た.今後は併用療法による

G2+M制の蟹横が殺細胞効果とどのように関係するか

検討する.

2)TotalSkinlrradiationにおける線量分布

の検討

上田 弘之書関谷 呂西
井浦 敏彦･ (新潟大学放射線郎)
稲越 英機･土田恵美子
安住利恵子･伊東 一志
日向 浩･酒井 邦夫 ( 同 放射線科)

菌状息肉症に対する全身皮甫電子線照射は,m altx:am
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による6方向照射が広 く行われているが,治療時におけ

る体表面の線登測定を行い検討 した.

患者体表面に TLD 素子を貼 i)測定 した結果,治境

線愚 20OcGyに対し,平均,約 320cGyとなり1.6倍

であ--.)た.また,RandPhantom による測定によれば,

体幹部の体側iこおける線量が多く (I),iトt'よi)3Oo外

側の point(i))が少ない傾向が見LL二,わた.次に空中平

0｡の高線量域が見lT)か 王3eam 合成点近傍に 100%ol簡域

の範囲縮小が見L'-)わた (3).また縦 200cm.横 100cm

の範囲が800,6∵蘭域に含まれた.(21の POINT は60L'

斜位にした場合800以上の接線照射になり,また (3)

の現象なども含めて線巌低下の 一因と考える.(11など

の線量のば土十~)きについては体位あるいは物理的な問頓

も含Lt')て.今後さl▲'に検討したい.

3)Gd-DTPA を体表マー カーと した h/IRl

による照射野照準の経験

西村 義孝

･.さ ･ ･､i､ ･i t･:､ ､･･ 一 ､･高橋 イ討 {--

CT で明瞭な像を示さず,MRIで明瞭な像を示す延

髄腫壕症例に対する照射野L/T)+二一･ツケを Gd-i)′m〕A を

体表て-カー一一として hIRIで行一･.,た.直径 1mm nビ

ニーJL･ヰ:i-一宮こ100倍希釈の Gdl)Tl)A を入れて

を撮像した (東芝 h.rIRT-200FX 1.5T を使用).腫楊

および照射野L')位置が明瞭に確認できた.Gd-r)TPA

の濃度は Tl強調像の撮像諸条件では 100倍希釈が最

良の画像を示した.MRlを治療の照準iこ用いる場合,

画像の歪LZ'が問題になるが.-zm ク(T)中に正しくおさま

る場合.とくに横断像と冠状像,横断像LL-_矢状像を組ム

合わせた場合は問題はないと思う.また,今回の症例以

外でも MRIで病単がよt)良く確認出来る場合に有用

であると思われる.撮像条件は Tl強調のものとなる

が,通常は SE法で,撮像枚数が多く必要の場合は FE

法が良いと思う.(1回の撮像所要時間はいずれも約4.5

分.)


